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❶
平
成
23
年
５
月
31
日
ま

で
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

に
向
け
て
、
市
の
取
り
組
み

は
。

　

消
防
長　

リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
全
戸
回
覧
や
広
報
紙
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
設
置

促
進
に
努
め
て
い
る
。ま
た
、

今
後
も
自
主
防
災
会
を
は
じ

め
地
域
の
協
力
で
共
同
購
入

に
も
取
り
組
み
た
い
。

　

❷
災
害
時
要
配
慮
者
実
態

調
査
の
結
果
を
基
に
、
名
簿

作
成
や
避
難
誘
導
に
つ
い
て

の
対
策
は
。

　

危
機
管
理
監　

避
難
所
誘

導
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
年
内
中
に

作
成
し
た
い
。
登
録
制
度
に

つ
い
て
実
施
す
る
と
な
れ
ば
、

個
人
情
報
保
護
も
踏
ま
え
、

慎
重
に
進
め
た
い
。

　

❸
災
害
時
、
避
難
場
所
に

指
定
さ
れ
て
い
る
学
校
の
耐

震
化
に
つ
い
て
、
進
捗
状
況

と
今
後
の
予
定
は
。
ま
た
、

前
倒
し
の
考
え
は
。
ま
た
避

難
場
所
と
し
て
の
防
災
機
能

の
整
備
は
で
き
て
い
る
の
か
。

　

教
育
部
長　

７
カ
年
計
画

で
耐
震
改
修
を
進
め
て
い
る
。

児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保
の

た
め
、
早
期
に
完
了
す
べ
く

検
討
し
た
い
。

　

危
機
管
理
監　

学
校
を
避

難
所
に
指
定
し
て
い
る
が
、

耐
震
化
工
事
の
中
に
お
い
て

は
防
災
機
能
の
整
備
は
考
え

て
な
い
。

　

❹
本
市
に
お
け
る
視
覚
障

が
い
者
は
何
人
お
ら
れ
る
の

か
。
視
覚
障
が
い
者
の
た
め

に
市
庁
舎
に
活
字
文
書
読
み

上
げ
装
置
の
設
置
と
音
声
コ

ー
ド
添
付
の
文
書
の
発
行
、

普
及
を
推
進
す
る
考
え
は
。

　

保
健
福
祉
部
長　

視
覚
に

障
害
の
あ
る
方
の
人
数
は

２
１
０
名
。
活
字
文
書
読
み

上
げ
装
置
の
設
置
は
現
在
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
が
、

し
か
し
今
後
の
課
題
と
し
て

認
識
し
て
い
る
。

　

❺
レ
ア
メ
タ
ル
確
保
の
た

め
携
帯
電
話
の
リ
サ
イ
ク
ル

を
推
進
す
る
考
え
は
。

　

経
済
環
境
部
長　

回
収
率

向
上
の
た
め
、
ご
み
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
で
啓
発
し
た
い
。

　

❻
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
積
極

的
に
取
り
組
む
考
え
は
。

　

経
済
環
境
部
長　

本
市
は

公
共
施
設
、
学
校
等
に
10
カ

所
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
今

後
も
広
げ
て
い
き
た
い
。

　

❶
市
政
運
営
の
課
題
等
。

　

㋐
市
の
人
材
育
成
基
本
方

針
の
策
定
と
職
員
の
勤
務
時

間
見
直
し
の
経
過
を
問
う
。

　

総
務
部
長　

基
本
方
針
は

本
年
10
月
ま
で
に
策
定
。
勤

務
時
間
は
人
事
院
勧
告
後
に

調
整
し
、
見
直
し
た
い
。

　

㋑
行
政
委
員
の
報
酬
や
管

理
職
手
当
等
諸
手
当
の
見
直

し
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

総
務
部
長　

行
政
委
員
の

報
酬
や
管
理
職
手
当
が
国
や

近
隣
市
と
格
差
が
あ
る
の
は

認
知
す
る
が
、
慎
重
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
特
殊
勤
務
手
当
は
年
度

内
を
め
ど
に
改
定
し
た
い
。

　

㋒
正
規
職
員
と
非
正
規
職

員
の
雇
用
比
率
が
拮
抗
し
て

い
る
が
市
の
認
識
を
問
う
。

　

総
務
部
長　

適
正
配
置
を

積
極
的
に
進
め
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
努
め
る
。

　

❷
農
業
施
策
に
つ
い
て
。

　

㋐
農
業
振
興
を
図
る
た
め

市
が
独
自
に
取
り
組
む
農
業

振
興
計
画
を
策
定
す
べ
き
。

　

経
済
環
境
部
長　

既
に
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
を
策

定
し
て
い
る
。
本
計
画
の
進

捗
も
検
証
し
つ
つ
農
業
振
興

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

㋑
遊
休
農
地
を
活
用
し
、

市
民
が
農
に
親
し
む
場
を
提

供
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　

経
済
環
境
部
長　

土
地
所

有
者
や
農
家
組
合
等
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
関
係
機
関
と

も
調
整
し
、
国
な
ど
の
補
助

制
度
を
活
用
す
る
中
で
支
援

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

❸
治
水
対
策
に
つ
い
て
。

　

㋐
新
西
浜
樋
門
の
整
備
計

画
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

　

建
設
部
長　

具
体
的
な
整

備
内
容
は
未
定
と
聞
い
て
い

る
。
引
き
続
き
京
都
府
に
要

望
し
て
い
き
た
い
。

　

㋑
神
矢
樋
門
の
内
水
排
除

用
ポ
ン
プ
の
能
力
ア
ッ
プ
に

つ
い
て
協
議
経
過
を
問
う
。

　

建
設
部
長　

協
議
中
だ
が

具
体
的
な
方
針
決
定
に
は
至

っ
て
い
な
い
。
今
後
も
協
議

や
要
望
を
続
け
た
い
。

　

❹
本
市
の
象
徴
で
も
あ
る

「
市
の
歌
」
は
市
民
に
認
知

さ
れ
て
い
な
い
。
も
っ
と
活

用
す
べ
き
と
思
う
が
。

　

市
民
部
長　

今
後
は
区
・

自
治
会
や
学
校
に
配
布
、
ま

た
式
典
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
活

用
を
目
的
に
Ｃ
Ｄ
化
し
た
い
。

多くの人が農に親しむ 　　　　　　
　　　　　　　  飯岡ふれあい農園 

防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
機

能
の
役
割
は
。
㋒
電
話
対
応

等
24
時
間
体
制
の
素
早
い
対

応
は
連
携
が
と
れ
て
い
る
の

か
。
㋓
高
齢
者
虐
待
に
対
す

る
認
識
は
。

　

保
健
福
祉
部
長　

平
成
19

年
度
、
児
童
虐
待
は
38
件
。

育
児
放
棄
、
身
体
的
・
心
理

的
虐
待
が
疑
わ
れ
る
ケ
ー
ス

は
あ
る
が
、
児
童
相
談
所
に

送
致
す
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
は

な
か
っ
た
。
高
齢
者
虐
待
に

関
す
る
相
談
は
19
件
で
６
件

を
フ
ォ
ロ
ー
。
ほ
と
ん
ど
が

介
護
放
棄
、
身
体
的
暴
力
が

疑
わ
れ
る
事
案
で
あ
る
。
緊

急
対
応
は
市
役
所
警
備
室
に

電
話
が
入
り
、
そ
こ
か
ら
担

当
課
長
等
に
連
絡
が
つ
く
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
高
齢
者

虐
待
の
今
後
の
対
策
は
、
関

係
機
関
を
組
織
す
る
高
齢
者

虐
待
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
的
な
も

の
の
検
討
が
必
要
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

　

❷
防
災
対
策
に
つ
い
て
。

㋐
文
化
財
等
に
火
災
、
災
害

が
起
き
た
場
合
に
自
主
防
災

組
織
、
文
化
財
市
民
レ
ス
キ

ュ
ー
体
制
は
整
っ
て
い
る
の

か
。
㋑
市
民
、
地
域
向
け
の

文
化
財
防
火
運
動
活
動
は
。

　

教
育
部
長　

文
化
財
等
は

地
域
と
の
関
わ
り
が
強
い
こ

と
か
ら
、
自
主
防
災
組
織
や

消
防
団
等
の
連
携
に
よ
り
、

議
員
（
民
主
党
）

河　

本　

隆　

志 

　

❶
虐
待
防
止
に
つ
い
て
問

う
。
㋐
児
童
・
幼
児
、
高
齢

者
虐
待
の
実
態
は
。
虐
待
防

止
策
で
ど
の
よ
う
な
対
応
を

と
っ
て
い
く
の
か
。
㋑
虐
待

地
域
ぐ
る
み
の
防
災
対
策
体

制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
も

ら
い
た
い
。
文
化
財
の
た
め

の
防
火
活
動
は
な
か
っ
た
。

　

❸
安
全
な
道
路
に
つ
い
て
。

㋐
山
手
幹
線
開
通
後
の
通
学

路
安
全
対
策
で
、
危
険
な
箇

所
の
対
応
策
は
考
え
て
い
る

の
か
。
㋑
自
転
車
通
行
時
の

安
全
対
策
は
。
ま
た
旧
道
の

安
全
対
策
も
要
望
す
る
。

　

建
設
部
長　

啓
発
看
板
を

設
置
す
る
必
要
が
認
め
ら
れ

れ
ば
要
望
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
信
号
等
の
時
間
も
調

節
す
る
こ
と
で
安
全
確
保
が

で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。
府
道
生
駒

井
手
線
及
び
北
部
地
域
の
山

手
幹
線
に
お
い
て
、
自
転
車

と
歩
行
者
を
分
離
す
る
よ
う

に
京
都
府
等
の
公
安
関
係
機

関
と
協
議
を
す
す
め
て
い
る
。

住宅用火災警報器の　　　　　　　
　　　　　　　説明を行う消防署員

 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は

 

共
同
購
入
の
推
進
に
も
取
り
組
む

議
員
（
公
明
党
）

櫻　

井　

立　

志

 

「
遊
休
農
地
」
市
民
へ
提
供
を

 

補
助
制
度
を
活
用
し
、
支
援

議
員
（
緑
政
会
）

山　

下　

勝　

一

児童や高齢者などの　　　　　　　
　　　　　虐待防止を啓発するポスター

 虐待防止仕組みづくりを

 関係機関ときめ細かく対応

【
5
月
】

 

9
日 

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
管
外
研
修

 

13
日 

広
報
編
集
特
別
委
員
会
管
外
研
修
（
〜
14
日
）

 

14
日 

埼
玉
県
戸
田
市
議
会
視
察
来
庁

 

21
日 

建
設
経
済
常
任
委
員
協
議
会

 

23
日 

総
務
常
任
委
員
協
議
会

 
 

山
城
地
区
議
長
連
絡
協
議
会

 

28
日 

全
国
市
議
会
議
長
会

 

30
日 

議
会
運
営
委
員
会

【
6
月
】

 

2
日 

幹
事
会

 

4
日 

議
会
運
営
委
員
会

 

6
日 

第
2
回
定
例
会
〈
議
案
上
程
〉

  
 

幹
事
会

 

10
日 

幹
事
会

 

12
日 

第
2
回
定
例
会
〈
一
般
質
問
〉

 
 

議
会
運
営
委
員
会

 
 

幹
事
会

 

13
日 

第
2
回
定
例
会
〈
一
般
質
問
〉

 

16
日 

第
2
回
定
例
会
〈
一
般
質
問
〉

 

17
日 

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

 

18
日 

建
設
経
済
常
任
委
員
会

 

19
日 

総
務
常
任
委
員
会
・
協
議
会

 

20
日 

幹
事
会

 

23
日 

議
会
運
営
委
員
会

 
 

幹
事
会

 

25
日 

幹
事
会

 
 

議
会
運
営
委
員
会

 

27
日 

第
2
回
定
例
会
〈
議
案
採
決
〉

 
 

広
報
編
集
特
別
委
員
会

【
7
月
】

 

7
日 

広
報
編
集
特
別
委
員
会
（
15
、
23
日
）

 

9
日 

京
都
府
市
議
会
議
長
会

 

18
日 

近
畿
市
議
会
議
長
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
主
な
も
の
）

議  

会  

日  

誌

１４人の議員が一般質問

こども達にのこそう

希望に満ちた輝く未来
質問は６月１２日、１３日、１６日の３日間で行われました。
（質問した各議員から提出された要約原稿のとおり掲載してい
ます。）


